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幕
末
知
識
人
の
対
外
認
識

―
吉
田
松
陰
と
『
聖
武
記
附
録
』『
伊
娑
菩
喩
言
』

―
安

藤

信

廣

Ⅰ

本
稿
の
課
題

「
二
〇
世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養
―
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
略
称
「
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」）
は
、
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し
て
き
た
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
一
九

四
七
年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」
の
調
査
と
翻
刻
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

の
こ
と
に
あ
た
っ
た
の
は
、
山
辺
春
彦
を
チ
ー
フ
と
す
る
丸
山
文
庫
ス
タ
ッ
フ
、

川
口
雄
一
、
金
子
元
、
播
磨
崇
晃
で
あ
り
、
そ
の
成
果
の
全
体
は
『
丸
山
眞
男
記

念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
九
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
三
六
頁
以
下

に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る(１
)。

「
一
九
四
七
年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」
は
、
丸
山
眞
男
が
東
京
大
学

法
学
部
で
行
っ
た
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
の
講
義

原
稿
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
幕
末
・
明
治
期
の
様
々
な
思

潮
の
交
錯
と
相
関
を
、
思
想
の
内
在
的
自
立
的
発
展
と
社
会
的
機
能
性
の
両
面
か

ら
考
察
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

本
稿
は
、
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
、
こ
と
に
右
の
「
一
九
四
七

年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」
を
踏
ま
え
、
幕
末
知
識
人
、
特
に
吉
田
松

陰
（
一
八
三
〇
―
一
八
五
九
）
の
対
外
認
識
の
形
成
に
、
漢
語
文
献
が
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
っ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
幕
末
知
識
人
の
意
識
を

検
討
し
た
の
は
、
そ
れ
が
二
〇
世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
及
び
そ
の
教
養
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
た
め
の
視
点
を
開
示
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
に
よ
る
。
主

に
漢
文
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
ア
ヘ
ン
戦
争
の
記
録
や
西
洋
に
つ
い
て
の
知
見
、
そ

れ
ら
の
膨
大
な
知
の
広
が
り
を
基
底
に
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
吉
田
松
陰
は
幕
末

の
政
治
思
想
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
内
実
の
一
端
を
、
検
討
し

た
い
。

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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Ⅱ

丸
山
眞
男
「
一
九
四
七
年
度
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
原
稿
」

の
指
摘

丸
山
眞
男
が
一
九
四
九
年
度
の
東
京
大
学
法
学
部
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
に

お
い
て
幕
末
の
諸
思
想
に
論
究
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
二
冊
「
日
本
政
治
思
想
史

一
九
四
九
」（
東
京
大

学
出
版
会
。
一
九
九
九
年
五
月
一
七
日
）
に
詳
し
い
。
そ
こ
で
丸
山
は
、
吉
田
松

陰
ら
を
含
む
「
尊
王
攘
夷
論
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
前
期
的
国
民
主
義
の
最
終
段
階
。
一
口
に
尊
王
攘
夷
運
動
と
い
っ
て
も
、

そ
の
思
想
的
動
機
や
政
治
的
方
向
を
仔
細
に
分
析
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
極
め

て
複
雑
な
内
容
が
内
包
さ
れ
て
お
り
、
相
矛
盾
す
る
契
機
が
共
存
し
、
ま
た

錯
綜
し
て
、
到
底
単
純
な
図
式
化
を
許
さ
な
い
。
ま
た
そ
こ
に
幕
末
の
国
民

主
義
の
「前
期
的
」性
格
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
尊
王
攘
夷
論

は
、
し
ば
し
ば
佐
幕
開
国
論
と
対
立
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、

「尊
王
」と
「攘
夷
」、
「佐
幕
」と
「開
国
」と
い
う
四
つ
の
契
機
は
、
縦
横
に
結

合
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
向
に
向
け
て
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「佐
幕
攘
夷
」も
あ
れ
ば
「尊
王
開
国
」も
あ
り
え
た
の
で
あ
り
、

ま
た
「攘
夷
」と
い
う
言
葉
に
も
無
数
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
そ
こ
に
は
、
単
純
な
打
払
的
攘
夷
か
ら
、
実
質
的
に
は
開
国
論
に
等
し

い
攘
夷
論
（
佐
久
間
象
山
、
吉
田
松
陰
、
大
国
隆
正
ら
）
ま
で
含
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。
後
者
は
、
外
国
か
ら
の
一
方
的
な
弾
圧
に
屈
し
た
幕
府
の
消
極

的
攘
夷
に
対
し
て
反
対
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
な
攘
夷
と
い

う
表
現
を
取
り
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
開
国
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る(２
)。」

こ
こ
で
丸
山
は
、
佐
久
間
象
山
、
吉
田
松
陰
ら
の
論
を
「
実
質
的
に
は
開
国
論

に
等
し
い
攘
夷
論
」「
実
質
的
に
は
開
国
を
主
張
し
た
も
の
」
と
述
べ
、「
幕
府
の

消
極
的
攘
夷
論
」
が
事
実
上
「
当
面
を
糊
塗
す
る
弥
縫
策
に
す
ぎ
な
か
っ
た(３
)」

こ

と
に
対
置
し
て
い
る
。
吉
田
松
陰
ら
の
「
攘
夷
論
」
の
性
格
を
指
摘
し
た
も
の
と

し
て
、
現
在
で
も
首
肯
で
き
る
認
識
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
丸
山
は
ま
た
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。

「
の
み
な
ら
ず
、
尊
王
と
佐
幕
も
必
ず
し
も
最
初
か
ら
両
立
し
な
か
っ
た
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
尊
王
論
が
倒
幕
論
に
ま
で
到
達
し
た
の
は
、
幕
末
の
最

終
段
階
で
あ
っ
た
。
倒
幕
的
意
味
を
も
っ
た
尊
攘
論
を
代
表
し
た
吉
田
松
陰

も
、
初
期
の
尊
攘
論
に
は
倒
幕
的
意
味
は
な
か
っ
た
。
「幕
府
へ
御
忠
節
は

別
天
朝
へ
の
御
忠
節
二
つ
無
之
候
」（
嘉
永
・
安
政
初
年
ま
で
）。
安
政
五
年
、

勅
許
を
ま
た
ず
し
て
幕
府
が
神
奈
川
条
約
を
調
印
し
た
頃
か
ら
急
進
化
し

た(４
)。」

丸
山
が
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、「
幕
末
の
最
終
段
階
」
に
お
い
て
、
そ
し

て
吉
田
松
陰
に
お
い
て
、「
尊
王
論
が
倒
幕
論
に
ま
で
到
達
し
た
」
と
い
う
認
識
で

あ
る
。
た
だ
そ
の
際
、「
倒
幕
的
意
味
を
も
っ
た
尊
攘
論
」と
の
表
現
も
あ
り
、「
尊

王
論
」
と
「
尊
攘
論
」
と
い
う
二
つ
の
用
語
を
、
あ
ま
り
区
別
せ
ず
に
用
い
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
こ
は
、
前
段
で
「
攘
夷
論
」
を
区
別
し
て
取
り
あ
げ
た
以

上
、「
尊
王
論
」
を
取
り
あ
げ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
吉
田
松

陰
は
「
攘
夷
論
」
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「（
実
質
的
）
開
国
論
」
を
唱
え
、

20世紀知識人の教養と学問
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「
尊
王
論
」
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
倒
幕
論
」
に
ま
で
達
し
た
と
、
丸
山

は
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
彼
は
、「
尊
王
攘
夷
を
単
純
に
国
民
的
統
一
と

国
民
的
独
立
と
い
う
近
代
的
国
民
主
義
と
直
接
に
連
続
す
る
も
の
と
は
な
し
え
な

い
所
以
も
そ
こ
か
ら
自
ず
と
理
解
さ
れ
る(５
)」

と
し
、「
尊
王
」
＝
国
民
的
統
一
、「
攘

夷
」＝
国
民
的
独
立
と
い
う
図
式
に
お
ち
い
る
こ
と
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。「
尊

王
」
も
「
攘
夷
」
も
、
近
代
的
国
民
主
義
に
そ
の
ま
ま
連
続
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
・
翻
刻
に
よ
っ
て
示
さ
れ

た
一
九
四
七
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
に
お
い
て
は
、（
全
体
と
し
て
一
九

四
九
年
度
と
同
様
に
慎
重
で
は
あ
る
が
）
次
の
よ
う
な
明
瞭
な
対
比
が
示
さ
れ
て

い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

「
か
く
し
て
打
払
的
意
味
で
の
攘
夷
論
は
漸
次
対
外
的
自
由
独
立
の
主
張

（
松
陰
！
）
へ
と
移
行
し
、
こ
れ
は
明
治
以
後
の
条
約
改
正
論
へ
と
連
っ
て

行
く
の
で
あ
る
（「
独
立
不
羈
三
千
年
来
の
大
日
本
、
一
朝
人
の
羈
縛
を
受
く

る
こ
と
、
血
性
あ
る
者
視
る
に
忍
ぶ
べ
け
ん
や
。
那
波
列
翁
を
起
し
て
フ

レ
ー
ヘ
ー
ド
を
唱
え
ね
ば
腹
悶
医
し
難
し
」（
北
山
安
世
宛
書
簡
〔『
吉
田
松

陰
全
集
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
、
三
二
六
頁
〕））。
さ
う
し
て

攘
夷
論
の
か
う
し
た
い
は
ゞ
温
和
化
と
逆
比
例
し
て
、尊
王
論
は
急
進
化
し
、

い
は
ゆ
る
「政
令
ノ
帰
一
」と
い
ふ
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
一
切
の
多
元
的
政
治

勢
力
の
集
中
化
へ
の
要
請
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
を
ま
す
〳
〵
表
面
に

う
か
び
上
ら
せ
て
来
た(６
)。」

こ
こ
で
は
、
吉
田
松
陰
に
お
い
て
、「
攘
夷
論
」
が
「
温
和
化
」
し
て
「
対
外
的

自
由
独
立
の
主
張
」
と
な
り
、
逆
に
「
尊
王
論
」
は
「
急
進
化
」
し
て
「
多
元
的

政
治
勢
力
の
集
中
化
へ
の
要
請
」
と
な
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
、
鮮
明
に
示
さ
れ
て

い
る
。
吉
田
松
陰
の
「
尊
王
論
」
と
「
攘
夷
論
」
に
つ
い
て
の
、
丸
山
の
見
通
し

が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
近
代
的
国
民
主
義
に
直
結
し
な
い
こ
と

を
、
丸
山
は
二
年
後
の
一
九
四
九
年
度
「
日
本
政
治
思
想
史
」
講
義
で
断
る
の
で

あ
る
が
、
逆
に
言
う
な
ら
ば
、（
吉
田
松
陰
の
）「
尊
王
論
」
と
「
攘
夷
論
」
の
中

に
、
近
代
的
国
民
主
義
が
胚
胎
さ
れ
て
い
た
、
少
な
く
と
も
近
代
的
国
民
主
義
に

連
な
る
要
素
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
暗
示
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
、「
尊
王
論
」「
攘
夷
論
」
の
展
開
の
方
向
性
を
明
瞭
に
示
そ
う
と
し
た
の
が

一
九
四
七
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿
で
あ
り
、
そ
れ
が
近
代
的
国
民

主
義
に
直
結
し
て
は
い
な
い
こ
と
に
注
意
を
向
け
た
の
が
一
九
四
九
年
度
「
日
本

政
治
思
想
史
」
講
義
だ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

Ⅲ

二
度
の
長
崎
行
と
二
つ
の
書
籍

吉
田
松
陰
の
「
尊
王
論
」
と
「
攘
夷
論
」
の
変
化
を
準
備
し
た
要
因
は
、
当
然

複
雑
な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
い
ま
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、

彼
の
対
外
認
識
で
あ
り
、
そ
の
形
成
の
基
礎
に
な
っ
た
文
献
で
あ
る
。
松
陰
は
偉

大
な
読
書
家
だ
っ
た
。
従
っ
て
一
冊
や
二
冊
の
書
籍
か
ら
松
陰
の
思
想
を
解
明
す

る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
彼
の
対
外
認
識
に
と
っ
て
一
定
の

意
味
を
持
っ
た
文
献
と
そ
の
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

松
陰
は
、
そ
の
人
生
の
節
目
に
二
度
、
長
崎
に
旅
し
て
い
る
。
一
度
目
は
、
嘉

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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永
三
（
一
八
五
〇
）
年
、
松
陰
二
一
歳
の
と
き
、
藩
命
に
よ
る
兵
学
修
行
の
た
め

の
遊
学
で
あ
る
。
一
〇
ヶ
月
の
予
定
だ
っ
た
が
、
体
調
を
崩
す
な
ど
の
こ
と
が
あ

り
、
四
ヶ
月
ほ
ど
で
帰
郷
し
て
い
る
。
二
度
目
は
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
、

二
四
歳
の
と
き
、
第
一
次
黒
船
来
航
（
同
年
六
月
）
に
危
機
感
を
持
っ
た
松
陰
が
、

海
外
の
実
情
を
調
べ
る
た
め
に
ロ
シ
ア
船
に
よ
っ
て
密
航
す
る
こ
と
を
企
て
、
江

戸
か
ら
単
身
で
長
崎
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
船
が
出
港
し
て
し
ま
っ
て

い
た
た
め
企
て
は
実
現
せ
ず
、
松
陰
は
江
戸
に
も
ど
る
。
三
ヶ
月
の
旅
だ
っ
た
。

一
度
目
の
長
崎
行
の
折
、
松
陰
は
猛
烈
な
勢
い
で
読
書
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
詳
細
な
読
書
記
録
を
、
旅
行
記
『
西
遊
日
記
』
の
中
に
残
し
て
い
る
。
そ
の
膨

大
な
記
録
の
中
で
、
い
ま
注
目
し
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
魏
源
著
『
聖
武
記

附
録
』
で
あ
る
。

二
度
目
の
長
崎
行
に
際
し
て
松
陰
は
、
格
別
な
読
書
を
し
て
い
な
い
。
た
だ
、

こ
の
と
き
長
崎
で
漢
訳
の
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
で
あ
る
『
伊
娑
菩
喩
言
』
に
触
れ
、

後
年
そ
の
全
体
を
読
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
体
験
が
持
っ
た
意
味
を
、
検
討
し
た

い
。

Ⅳ

魏
源
『
聖
武
記
附
録
』
と
松
陰
『
西
遊
日
記
』

『
聖
武
記
附
録
』
は
、
清
朝
後
期
の
思
想
家
魏
源
（
一
七
九
四
―
一
八
五
六
）
の

著
書
。『
聖
武
記
附
録
』
と
い
う
書
物
が
単
独
で
書
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
も
『
聖
武
記
』
の
附
録
だ
っ
た
。

『
聖
武
記
』
一
四
巻
は
、
清
朝
開
創
以
来
の
軍
事
・
軍
功
を
記
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
康
熙
・
乾
隆
の
盛
世
の
軍
歴
も
冷
静
な
分
析
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、
嘉

慶
以
後
に
頻
発
し
て
来
た
内
乱
・
外
寇
の
分
析
な
ど
は
冷
徹
と
言
っ
て
良
い
厳
し

さ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
緊
迫
し
た
状
況
の
中
で
、実
際
に
外
敵
・

内
乱
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
意
識
に
貫
か
れ
て
記
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ

う(７
)。

こ
の
書
の
一
〇
巻
ま
で
は
、
歴
史
的
な
実
際
の
戦
争
に
即
し
て
記
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
第
一
一
巻
か
ら
第
一
四
巻
ま
で
の
四
巻
は
、「
武
事
余
記
」
と
の

総
称
の
も
と
に
、テ
ー
マ
ご
と
に
問
題
を
論
じ
た
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
四
巻
の
冒
頭
に
は
、「
附
録
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、『
聖
武
記
』
本
体
一
〇
巻

と
異
質
の
、
確
か
に
著
者
自
身
に
よ
っ
て
「
附
録
」
と
意
識
さ
れ
た
部
分
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
聖
武
記
附
録
』
四
巻
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
喫
緊
の
課

題
を
整
理
し
、
歴
史
的
教
訓
か
ら
現
在
の
必
要
事
を
明
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
八
月
二
五
日
、
萩
を
出
発
し
て
長
崎
に
向
か
っ
た
吉

田
松
陰
は
、
短
い
長
崎
滞
在
の
後
、
九
月
一
四
日
、
平
戸
に
至
り
、
平
戸
藩
家
老

葉
山
佐
内
に
会
い
、
翌
一
五
日
、
葉
山
佐
内
か
ら
『
聖
武
記
附
録
』
四
巻
を
借
り

て
い
る
。
松
陰
の
『
西
遊
日
記
』
九
月
一
五
日
の
条
に
は
、

「
午
後
、
葉
山
に
至
る
。
野
元
弁
左
衛
門
亦
至
る
。
談
話
夜
に
入
る
。
聖
武

記
附
録
四
冊
を
借
り
て
帰
る(８
)。」

と
あ
る
。
松
陰
は
『
聖
武
記
』
一
四
巻
全
体
に
関
心
を
寄
せ
た
の
で
は
な
く
、『
聖

武
記
附
録
』
四
巻
に
関
心
を
寄
せ
た
の
だ
っ
た
。
迫
り
く
る
西
洋
の
圧
力
と
ど
う

対
峙
し
て
海
防
を
全
う
す
る
か
、
と
い
う
松
陰
の
喫
緊
の
テ
ー
マ
に
、
ま
さ
に
こ

の
『
聖
武
記
附
録
』
四
巻
が
応
え
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ

20世紀知識人の教養と学問
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は
松
陰
が
最
初
か
ら
知
っ
て
い
た
こ
と
で
は
な
く
、
葉
山
佐
内
か
ら
教
示
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
一
五
日
以
後
、
松
陰
は
連
日
の
よ
う
に
葉
山
佐
内
宅
を
訪

れ
、『
聖
武
記
附
録
』
を
読
ん
で
い
る
。
一
七
日
の
条
に
は
、
こ
う
あ
る
。

「
十
七
日

晴
。
葉
山
に
至
り
聖
武
記
附
録
を
読
む
。
其
の
中
の
佳
語
、
〇

徒
知
侈
張
中
華
、
未
覩
寰
瀛
之
大
。（
徒
に
中
華
を
侈
張
す
る
を
知
り
、
未
だ

寰
瀛
の
大
を
覩
ず(９
)。）」

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、既
に
指
摘
が
あ
る
。
桐
原
健
真『
吉
田
松
陰
―
―「
日

本
」
を
発
見
し
た
思
想
家(
)』
は
、
こ
の
箇
所
を
引
い
た
後
、

10

「（
か
つ
て
外
夷
の
巨
砲
大
艦
を
恐
れ
る
に
足
り
な
い
と
し
て
い
た
）
松
陰

は
、
ま
さ
に
魏
源
に
よ
っ
て
指
弾
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
「徒
に
中
華
を
侈

張
す
る
」人
間
で
あ
っ
た
。
彼
は
、魏
源
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
「寰
瀛
の
大
」

す
な
わ
ち
地
球
規
模
の
世
界
を
知
る
べ
き
こ
と
に
思
い
至
っ
た
の
で
あ
る(
)。」
11

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
重
要
な
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
に
つ
け
加
え
る
と

す
れ
ば
、
松
陰
が
こ
の
短
い
語
を
『
聖
武
記
附
録
』
の
当
該
箇
所
、
少
な
く
と
も

当
該
段
落
全
体
を
承
け
て
、「
佳
語
」と
し
て
抄
録
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
該
部
分
は
、『
聖
武
記
附
録
』
巻
十
二
「
武
事
余
記
・
掌
故
考
証
」
中
に
あ
る(
)。
12

当
該
段
落
は
、
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
儒
者
著
書
、
惟
知
九
州
以
内
。
至
塞
外
諸
藩
則
若
疑
若
昧
、
荒
外
諸
服
則

若
有
若
無
。」

（
儒
者
の
著
書
は
、
惟
だ
九
州
以
内
を
知
る
の
み
。
塞
外
諸
藩
に
至
り
て
は

則
ち
疑
わ
し
き
が
若
く
昧く

ら

き
が
若
し
。
荒
外
の
諸
服
は
則
ち
有
る
が
若
く
無

き
が
若
し
。）

儒
者
の
書
い
た
書
物
は
、
中
国
の
境
域
内
の
こ
と
し
か
知
ら
な
い
。
境
域
外
の

服
属
国
に
つ
い
て
は
曖
昧
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
外
の
異
域
に
つ
い
て
は
、
あ
る

の
か
無
い
の
か
さ
え
は
っ
き
り
し
な
い
よ
う
な
あ
り
さ
ま
だ
。
魏
源
は
そ
の
よ
う

に
「
儒
者
」
の
世
界
認
識
の
狭
さ
を
批
判
し
、
旧
来
の
書
物
の
地
理
記
述
の
荒
唐

無
稽
さ
を
執
拗
に
列
挙
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、

「
故
欲
知
西
荒
厓
略
者
、
上
則
宜
拠
利
瑪
竇
・
南
懐
仁
地
図
、
近
則
宜
観
『
海

国
図
志
』。」

（
故
に
西
荒
の
厓が

い

略り
ゃ
く

を
知
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
上
は
則
ち
宜
し
く
利
瑪

竇
・
南
懐
仁
の
地
図
に
拠
る
べ
く
、
近
く
は
則
ち
宜
し
く
『
海
国
図
志
』
を

観
る
べ
し
。）

と
述
べ
る
。
西
方
僻
遠
の
地
の
お
お
よ
そ
の
状
況
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
古

い
も
の
で
は
イ
タ
リ
ア
人
利
瑪
竇
（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ(
)）
ら
の
地
図
、
新
し
い
も

13

の
で
は
私
（
魏
源
）
の
『
海
国
図
志
』
を
見
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
文
脈
の
最
後
に
、
右
の
重
要
な
言
葉
、「
徒
に
中
華
を
侈
張
す
る
を
知
り
、

未
だ
寰
瀛
の
大
を
覩
ず
。」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
吉
田
松
陰
は
、

こ
の
全
体
を
理
解
し
た
上
で
右
の
魏
源
の
言
葉
を
抄
録
し
た
こ
と
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
儒
者
」
の
世
界
認
識
、
対
外
認
識
の
誤
り
を
根
底
的
に
覆

す
必
要
性
、
依
拠
す
べ
き
知
見
は
西
洋
の
側
に
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
と
き
松
陰
は

見
て
い
た
の
で
あ
る
。

松
陰
は
、
右
の
語
を
「
佳
語
」
と
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
す
ぐ
に
続
け
て
、
次

の
語
も
抄
録
し
て
い
る
。

「
夫
制
馭
外
夷
者
、
必
先
洞
夷
情
。
今
粤
東
番
舶
、
購
求
中
国
書
籍
、
転
訳

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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夷
字
。
故
能
尽
識
中
華
之
情
勢
。
若
内
地
亦
設
館
於
粤
東
、
専
訳
夷
書
・
夷

史
、
則
殊
俗
敵
情
、
虚
実
強
弱
、
恩
怨
攻
取
、
瞭
悉
曲
折
。
於
以
中
其
所
忌
、

投
其
所
慕
、
於
駕
馭
、
豈
少
補
哉
。」

（
夫
れ
外
夷
を
制
す
る
者
は
、
必
ず
先ま

ず
夷
情
を
洞し

る
。
今

粤え
っ

東と
う

の
番
舶

は
、
中
国
の
書
籍
を
購
求
し
、
夷
字
に
転
訳
す
。
故
に
能
く
尽
く
中
華
の
情

勢
を
識
る
。
若
し
内
地
も
亦
た
館
を
粤
東
に
設
け
、
専
ら
夷
書
・
夷
史
を
訳

せ
ば
、
則
ち
殊
俗
・
敵
情
、
虚
実
・
強
弱
、
恩
怨
・
攻
取
、
瞭
悉
曲
折
。
於よ

り
て
以
て
其
の
忌
む
所
に
中
り
、
其
の
慕
う
所
に
投
ず
れ
ば
、
駕
馭
に
お
い

て
、
豈
に
少
補
な
ら
ん
や
。）

外
夷
を
制
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
外
夷
の
実
情
に
洞
通
し
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
粤
東
（
広
東
）
に
来
る
「
番
舶
」（
南
蛮
船
。
西
洋
の
船
）
は
、
さ
か
ん
に

中
国
の
書
籍
を
購
入
し
、
そ
れ
を
自
国
語
に
翻
訳
し
て
い
る
。
だ
か
ら
中
国
の
情

勢
を
良
く
知
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
も
広
東
に
翻
訳
館
を
設
け
て
外
夷
の
書
籍
・

歴
史
な
ど
を
訳
せ
ば
外
夷
の
実
情
が
分
か
り
、
彼
ら
を
「
駕
馭
」
す
る
（
思
い
の

ま
ま
に
使
役
す
る
）
の
に
大
い
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
言
う
魏
源
の
言

葉
を
、
松
陰
は
抄
録
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
中
央
の
礼
部
に
属
す
る
「
西

域
館
」「
百
夷
館
」
の
漢
訳
文
書
が
不
完
全
で
、「
厓
略
」（
概
略
）
し
か
分
か
ら
な

い
状
態
で
あ
る
の
に
対
し
、「
近
則
西
洋
英
吉
利
亦
能
以
漢
字
通
於
中
国
」（
近
く

は
則
ち
西
洋
・
英
吉
利
も
亦
た
能
く
漢
字
を
以
て
中
国
に
通
ず
）
と
い
う
状
態
な

の
だ
と
い
う
現
実
認
識
が
前
提
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
夫
れ
外
夷
を
制
す
る
者

は
、
必
ず
先
ず
夷
情
を
洞
る
。」
と
い
う
右
の
魏
源
の
言
葉
は
、
後
の
松
陰
の
下
田

密
航
事
件
（
及
び
そ
の
前
の
長
崎
ロ
シ
ア
船
密
航
未
遂
）
を
考
え
る
う
え
で
極
め

て
重
要
な
の
だ
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
自
国
の
外
国
語
翻
訳
能
力
の
劣
弱
、
翻
訳

体
制
の
不
備
、
そ
こ
か
ら
来
る
対
外
認
識
の
欠
落
全
体
に
、
魏
源
は
危
機
感
を
持

ち
、
松
陰
は
そ
の
認
識
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
陰
が
、
自
己
の
対
外
認

識
の
欠
落
を
痛
感
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
自
国
の
（
魏
源
に
と
っ
て
は
中
国
の
、

松
陰
に
と
っ
て
は
日
本
の
）
対
外
認
識
の
欠
落
を
痛
感
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
七
日
の
抄
録
は
ほ
か
に
も
あ
る
が
、
省
略
す
る
。『
西
遊
日
記
』
翌
一
八
日
の

条
に
も
、「
晴
。
聖
附
録
の
議
武
を
読
む
。」
と
あ
る
の
で
、『
聖
武
記
附
録
』
巻
一

四
「
武
事
余
記
・
議
武
五
篇
」
を
読
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
一
八
日
は
巻
一
四
「
議

武
五
篇
」
を
読
ん
で
い
る
。

翌
一
九
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
、
松
陰
は
『
聖
武
記
附
録
』
を
ふ
く
む
諸
書

を
読
ん
で
い
る
が
、
二
四
日
は
こ
と
に
集
中
的
に
読
書
し
抄
録
を
し
て
い
る
。
諸

書
か
ら
の
一
大
抄
録
で
あ
る
。『
聖
武
記
附
録
』
に
限
っ
て
言
え
ば
、
巻
一
四
「
議

武
五
篇
」
の
う
ち
「
軍
政
」
篇
、「
軍
儲
」
篇
か
ら
抄
録
し
て
い
る
。「
軍
政
」
篇

か
ら
は
次
の
よ
う
な
箇
所
が
み
え
る
。

「
嘉
慶
中
勦
海
盗
、
皆
先
雇
同
安
商
艘
、
継
造
米
艇
霆
船
、
未
有
即
用
水
師

之
船
者
。
今
即
実
估
実
造
、
而
停
泊
不
常
駕
馭
。」

（
嘉
慶
中

海
盗
を
勦
す
る
に
、
皆
先
ず
同
安
の
商
艘
を
雇
い
、
継つ

い
で
米

艇
霆
船
を
造
り
、
未
だ
即
ち
水
師
の
船
を
用
い
る
者
有
ら
ず
。
今
は
即
ち
実

に
估か

い
実
に
造
る
も
、
而
も
停
泊
し
て
常
に
駕
馭
せ
ず
。）

嘉
慶
年
間
に
は
「
海
盗
」
と
の
戦
い
に
同
安
の
商
船
を
雇
っ
て
使
っ
て
い
て
、

「
水
師
」（
海
軍
）
の
船
は
使
わ
な
か
っ
た
。
今
で
は
実
際
に
軍
船
を
買
っ
た
り

20世紀知識人の教養と学問
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作
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
停
泊
し
て
い
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
い
。
魏

源
は
、
こ
れ
で
は
船
は
腐
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
運
搬
船
は
海
運
に
用
い
、
軍
船
は

そ
の
護
衛
に
任
じ
て
日
常
的
に
鍛
錬
す
べ
き
だ
と
続
け
て
い
る
。
松
陰
も
、
そ
の

部
分
ま
で
抄
録
し
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
も
、
抄
録
の
前
の
部
分
を
見
る
と
、「
西
夷

之
海
艘
、
堅
駛
巧
習
」（
西
夷
の
海
艘
は
、
堅
駛
巧
習
す
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
中
国
之
師
船
、
苟
無
海
賊
之
警
、
即
終
年
停
泊
。」（
中
国
の
師
船
は
、
苟
も
海

賊
の
警
無
く
ん
ば
、
即
ち
終
年
停
泊
す
。）
と
い
う
状
態
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

「
故
」
に
「
嘉
慶
中
」
に
は
、「
海
盗
」
と
の
戦
い
に
同
安
の
商
船
を
雇
う
よ
う
な

あ
り
さ
ま
だ
っ
た
、
と
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
松
陰
は
、
そ
の
文
脈
全
体
を
踏

ま
え
て
抄
録
し
て
い
る
。

同
日
に
は
ま
た
同
じ
く
「
軍
政
」
篇
か
ら
、
次
の
部
分
を
抄
録
し
て
い
る
。

「
呉
淞
天
津
砲
台
、
不
近
扼
内
港
、
皆
遠
置
於
口
門
之
外
。
洋
面
之
衝
、
樹

鵠
以
招
敵
、
使
敵
得
以
活
砲
攻
呆
堞
。
而
我
反
以
呆
砲
撃
活
船
。
故
賊
百
攻

百
中
、
而
我
十
発
九
虚
。
何
如
移
諸
港
内
岸
狭
之
処
、
使
夷
船
不
得
如
外
洋

之
横
恣
、
而
我
得
以
呆
砲
撃
呆
船
乎
。」

（
呉
淞
天
津(
)の

砲
台
は
、
近
く
内
港
を
扼
せ
ず
、
皆

遠
く
口
門
の
外
に
置

14

く
。
洋
面
の
衝
は
、
鵠
を
樹
て
て
以
て
敵
を
招
き
、
敵
を
し
て
活
砲
を
以
て

呆
堞
を
攻
む
る
を
得
し
む
。
而
し
て
我
は
反
っ
て
呆
砲
を
以
て
活
船
を
撃

つ
。
故
に
賊
は
百
攻
百
中
し
、
而
し
て
我
は
十
発
九
虚
な
り
。
何
ぞ
諸
を
港

内
の
岸
狭
の
処
に
移
し
、夷
船
を
し
て
外
洋
の
横
恣
の
如
き
を
得
ざ
ら
し
め
、

而
し
て
我
を
し
て
呆
砲
を
以
て
呆
船
を
撃
つ
を
得
し
む
る
に
如
か
ん
や
。）

呉
淞
（
ウ
ー
ス
ン
）
の
砲
台
は
、
内
港
を
扼
せ
ず
、
港
口
の
外
に
置
か
れ
て
い

た
。
外
洋
に
面
し
た
要
衝
は
、
的
を
立
て
て
敵
を
招
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、

敵
に
は
「
活
砲
」（
活
き
て
動
い
て
い
る
大
砲
。
艦
載
砲
を
い
う
）
で
我
が
「
呆
堞
」

（
じ
っ
と
し
て
動
か
な
い
砲
台
）を
攻
撃
す
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
我
が
方
は
逆
に
、「
呆
砲
」（
じ
っ
と
し
て
動
か
な
い
大
砲
。
砲
台
砲
を
い

う
）
で
「
活
船
」（
活
き
て
動
い
て
い
る
船
。
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
を
い
う
）
を
攻
撃

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
賊
の
大
砲
は
百
発
百
中
で
、
味
方
の
大
砲
は
十
発

撃
っ
て
も
九
発
当
た
ら
な
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
砲
台
を

港
湾
内
の
切
り
立
っ
て
狭
い
場
所
に
移
し
、
外
夷
（
直
接
に
は
イ
ギ
リ
ス
）
の
船

に
外
洋
の
よ
う
な
自
由
な
動
き
が
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
、
我
が
方
は
動
か
ぬ
砲

台
砲
で
動
け
ぬ
敵
艦
を
砲
撃
す
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
魏
源
の
や
や
長
い
文
章
を
、
松
陰
は
す
べ
て
書
き
写
し
て
い
る
。

彼
が
こ
の
箇
所
に
特
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
松
陰
が
な
ぜ
こ

こ
に
注
目
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、桐
原
健
真
が
言
う
よ
う
に
、「
こ
の
こ
と
は
、

松
陰
が
信
頼
し
て
い
た
和
流
砲
術
や
伝
統
兵
学
に
対
し
て
、
完
全
な
敗
北
を
宣
告

す
る
も
の
で
も
あ
っ
た(
)」

か
ら
で
あ
る
。
松
陰
は
、
こ
の
部
分
を
、
恐
ら
く
艦
砲

15

の
優
位
性
を
示
す
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
魏
源
は
、
こ
の

直
前
の
部
分
に
「禦
海
寇
、
但
有
守
内
河
之
法
、
無
守
海
面
之
法
、
而
」（
海
寇
を

禦
す
る
に
は
、
但
だ
内
河
を
守
る
の
法
の
み
有
り
て
、
海
面
を
守
る
の
法
無
し
。

而
し
て
）
と
あ
る
通
り
、
砲
台
を
内
河
防
禦
に
向
け
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
主

張
の
中
心
だ
っ
た
。
松
陰
は
、
そ
の
部
分
は
筆
写
せ
ず
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

固
定
砲
台
よ
り
も
艦
砲
の
優
位
を
示
す
も
の
と
し
て
こ
の
部
分
を
筆
写
し
た
の
だ

ろ
う
。

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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こ
の
後
に
も
、
松
陰
は
『
聖
武
記
附
録
』
を
抄
録
し
て
い
る
が
、
省
略
す
る
。

ま
た
、
一
〇
月
一
二
日
に
は
、
「葉
山
に
て
聖
武
記
を
読
む
。」、
一
三
日
に
は
、
「葉

山
に
て
聖
武
記
。」と
あ
り
、『
聖
武
記
』本
体
を
読
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
、

他
に
も
西
洋
事
情
を
伝
え
る
様
々
な
書
籍
を
読
ん
で
い
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お

く
。と

も
か
く
、
右
に
見
た
『
聖
武
記
附
録
』
へ
の
松
陰
の
尋
常
で
な
い
注
目
は
、

若
き
松
陰
の
対
外
認
識
を
広
め
、
且
つ
深
め
た
に
違
い
な
い
。『
聖
武
記
附
録
』
を

ふ
く
む
『
聖
武
記
』
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
、『
魏
源
全
集
』
第
三
冊
『
聖
武
記
』

「校
点
説
明
」に
は
「『
聖
武
記
』
自
道
光
三
十
年
（
日
本
嘉
永
三
年
）
伝
入
日
本
後(
)、
16

…
…
」と
あ
り
、
つ
ま
り
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
、
ま
さ
に
松
陰
が
長
崎
・
平
戸

を
訪
れ
た
そ
の
年
だ
っ
た
。
従
っ
て
葉
山
佐
内
と
吉
田
松
陰
は
、
日
本
で
最
初
に

『
聖
武
記
』
及
び
『
聖
武
記
附
録
』
を
読
ん
だ
日
本
人
だ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か

も
右
に
見
た
よ
う
に
、『
聖
武
記
附
録
』
が
松
陰
に
投
げ
か
け
た
問
題
は
、
多
様
で

重
層
的
だ
っ
た
。
松
陰
の
「攘
夷
論
」が
、
そ
の
当
初
か
ら
『
聖
武
記
附
録
』
等
に

よ
る
広
い
対
外
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
「攘
夷
論
」の
変
容
を
準

備
す
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

茂
木
敏
夫
は
、
「『
海
国
図
志
』
成
立
の
背
景
―
―
中
国
社
会
の
変
動
と
経
世
論
」

（
洋
学
史
学
会
編
『
洋
学
』
第
一
九
・
二
〇
合
併
号
。
二
〇
一
五
年
）
で
、
魏
源

が
『
海
国
図
志
』
と
『
聖
武
記
』
を
並
行
し
て
編
纂
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
、
「両

書
の
編
纂
は
、
内
陸
世
界
に
空
前
の
版
図
を
拡
大
し
た
聖
な
る
武
功
の
記
録
と
、

海
洋
世
界
や
そ
こ
へ
の
西
夷
の
進
出
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
い
う
、
内
陸
と
海

洋
と
に
関
す
る
、
一
対
の
作
業
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
…
…

内
陸
の
眼
差
し
と
海
洋
の
眼
差
し
と
の
接
続
と
を
こ
こ
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
い
う
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

「そ
の
際
、
こ
の
接
続
の
あ
り
よ
う
と
し
て
、
序
に
述
べ
た
『
海
国
図
志
』
編

纂
の
意
図
、
「夷
の
長
技
を
師
と
し
て
夷
を
制
せ
ん
が
た
め
に
作
る
」は
重
要

な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
い
う
「夷
の
長
技
」が
何
を
、
ど
こ
ま
で
含

む
も
の
で
あ
る
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
論
理
を
拡
大

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
「師
と
し
て
」受
容
す
る
内
容
を
、
西
洋
の
軍

事
技
術
か
ら
民
生
技
術
へ
、
さ
ら
に
思
想
や
政
治
制
度
へ
と
広
げ
て
い
く
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
魏
源
の
こ
の
言
葉
は
、
そ
の
た
め
の
突
破
口
に
な
り
う

る
も
の
だ
っ
た
。
内
政
問
題
に
向
け
ら
れ
て
い
た
林
則
徐
や
魏
源
ら
の
形
成

改
革
論
の
眼
差
し
は
、
海
洋
世
界
へ
と
拡
大
す
る
こ
と
で
、
西
洋
モ
デ
ル
受

容
の
可
能
性
ま
で
も
射
程
に
入
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る(
)。」
17

茂
木
の
こ
の
指
摘
を
本
稿
の
問
題
に
つ
な
げ
て
見
る
な
ら
ば
、
嘉
永
三
年
の
吉

田
松
陰
が
平
戸
で
『
聖
武
記
附
録
』
及
び
『
聖
武
記
』
に
触
れ
た
と
き
、「
西
洋
モ

デ
ル
受
容
の
可
能
性
」
に
ま
で
つ
な
が
る
視
点
そ
の
も
の
が
、
松
陰
の
中
に
根
差

し
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
松
陰
の
「
攘
夷
論
」
を
変
容
さ
せ
て
い
く
根

源
的
な
力
の
一
つ
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

Ⅴ

松
陰
と
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』

松
陰
は『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』を
漢
文
で
読
ん
で
い
た
。『
伊
娑
菩
喩
言(
)』で

あ
る
。

18

『
伊
娑
菩
喩
言
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
新
村
出
博
士
に
論
考
が
あ
る
。「『
伊
曽

20世紀知識人の教養と学問
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保
物
語
』
の
漢
訳
」（「
明
星
」
大
正
一
五
年
一
月(
)）
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
中

19

に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
と
も
か
く
も
此
の
漢
訳
本
『
意
拾
喩
言
』
の
系
統
本
は
、
幕
末
嘉
永
安
政

年
間
に
至
っ
て
、
日
本
に
伝
来
し
た
。
駿
河
田
中
藩
の
増
田
貢
そ
の
号
を
岳

陽
と
い
っ
た
人
の
写
し
た
『
伊
娑
菩
喩
言
』
と
題
す
る
写
本
を
岡
崎
桂
一
郎

博
士
の
蔵
本
に
よ
っ
て
大
正
初
年
に
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
長
州

の
宍
戸
璣
（
山
県
半
蔵
、
号
世
衡
）
が
安
政
三
年
丙
辰
陽
月
に
跋
を
加
へ
た

も
の
と
、
又
安
政
四
年
十
一
月
二
十
日
吉
田
松
陰
が
再
跋
を
施
こ
し
た
も
の

を
書
加
へ
て
あ
る
。
私
は
そ
れ
ら
の
跋
文
の
な
い
普
通
の
写
本
を
蔵
し
て
を

る
。」

こ
の
文
章
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
意
拾
喩
言
』
は
一
八
四
〇
年
に
広
東
で
出

版
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
系
統
本
で
あ
る
『
伊
娑
菩
喩
言
』
は
、
安
政
元
（
一
八

五
四
）
年
頃
の
日
本
に
写
本
の
形
で
伝
来
し
た
の
だ
っ
た(
)。

ま
た
宍
戸
璣
の
跋
文

20

は
、
次
の
通
り
。（
原
漢
文
。
新
村
出
博
士
前
掲
書
の
訓
読
文
に
よ
る
。）

「
喩
言
七
十
三
条
、
蓋
し
英
人
の
訳
す
る
所
に
し
て
上
海
施
医
院
の
活
字
刷

板
に
係
る
、
其
の
地
名
を
挙
げ
時
世
を
説
く
や
皆
之
を
支
那
に
仮
る
、
是
れ

訳
者
の
苦
心
す
る
所
な
り
、
此
の
書
末
だ
清
舶
の
售
販
を
経
ず
、
某
氏
の
嘗

て
之
を
俄
艦
中
に
獲
た
る
所
と
云
ふ
。
亦
罕
覯
の
珍
籍
な
り
、
余
借
覧
数
日

乃
ち
謄
し
て
之
を
篋
す
。
宗
本
間ま

間ま

人
物
飛
走
を
図
す
、
今
謄
写
に
不
便
な

る
を
以
て
尽
く
之
を
削
る
。」

吉
田
松
陰
は
『
伊
娑
菩
喩
言
』
を
意
図
的
に
求
め
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
跋
文

（
再
跋
）
の
中
に
、「
吾
曽
て
そ
の
馬
鹿
同
遊
の
一
則
を
遐
邇
貫
珍
の
中
に
見
」
た

と
い
う
。「
馬
鹿
同
遊
」
と
い
う
の
は
、『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
寓
話
の
一
つ
。『
遐

邇
貫
珍
』
は
、
一
八
五
三
年
に
中
国
で
発
行
さ
れ
て
い
た
月
刊
紙
で
、
西
洋
事
情

等
を
紹
介
し
て
い
た
た
め
に
、長
崎
を
経
て
日
本
国
内
に
も
も
た
ら
さ
れ
て
い
た(
)。
21

そ
の
中
に
「
馬
鹿
同
遊
」
の
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
、
松
陰
は

そ
れ
を
読
み
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
に
関
心
を
持
っ
た
の
だ
っ
た
。

で
は
松
陰
が
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
を
最
初
に
「『
遐
邇
貫
珍
』
の
中
に
見
」
た
の
は
い

つ
な
の
か
。
そ
れ
は
後
に
引
く
松
陰
自
身
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
長
崎
に
お
い
て

だ
っ
た
。
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
の
一
度
目
の
長
崎
・
平
戸
行
の
と
き
に
は
、

『
遐
邇
貫
珍
』
そ
の
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
い
う
ま
で
も
な
く
嘉
永

六
（
一
八
五
三
）
年
冬
の
、
二
度
目
の
長
崎
行
の
と
き
で
あ
る
。『
遐
邇
貫
珍
』
の

刊
行
が
一
八
五
三
年
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
松
陰
は
刊
行
直
後
の
同
紙
を
見
て
、

そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
寓
話
を
最
初
に
見
た
日
本
人
だ
っ
た
と

い
え
る
。

吉
田
松
陰
が
『
遐
邇
貫
珍
』
の
中
で
見
て
関
心
を
も
っ
た
「
馬
鹿
同
遊
」
の
寓

話
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
寓
話
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
に
は

「
馬
思
報
鹿
仇
」（
馬

鹿
の
仇
を
報
ぜ
ん
と
思
ふ
）
と
の
題
で
載
っ
て
い
る
。

「
霊
台
上
、
馬
鹿
同
遊
。
其
馬
常
受
鹿
欺
。
積
怨
於
心
、
無
以
報
復
。
自
思

必
須
人
力
、
方
可
雪
恨
。
乃
求
一
武
夫
曰
、
馬
受
鹿
欺
久
矣
。
此
恨
難
消
。

求
壮
士
為
我
報
仇
。
馬
当
終
身
図
報
。
武
夫
曰
、
汝
欲
伸
冤
、
須
言
聴
計
従
、

任
我
駆
使
、
乃
可
。
馬
曰
、
得
君
相
帮
、
水
火
不
避
、
無
不
応
承
。
武
夫
遂

置
鞍
蹬
、
繋
其
身
上
、
又
以
鉄
環
啣
其
口
、
従
此
騎
而
鞭
之
。
報
仇
之
約
、

絶
不
提
及
。
馬
悔
曰
、
前
受
鹿
欺
、
尚
不
能
忍
。
今
受
人
騎
、
終
身
僕
僕
、

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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悔
無
及
矣
。
甚
矣
、
人
力
之
不
可
籍
也
。」

（
霊
台
の
上
、
馬ば

鹿ろ
く

同
に
遊
ぶ
。
其
の
馬

常
に
鹿
の
欺
り
を
受
く
。
恨

み
を
心
に
積
む
も
、
以
て
報
復
す
る
無
し
。
自
ら
思
ふ
「
必
ず
人
力
を
須ま

ち

て
、
方ま

さ

に
恨
み
を
雪
ぐ
べ
し
」
と
。
乃
ち
一
武
夫
に
求
め
て
曰
く
、「
馬

鹿

の
欺
り
を
受
く
る
こ
と
久
し
。
此
の
恨
み
消
え
難
し
。
壮
士
の
我
が
為
に
仇

を
報
ゆ
る
を
求
む
。
馬
当
に
終
身

報
い
ん
こ
と
を
図
る
べ
し
」
と
。
武
夫

曰
く
、「
汝

冤
を
伸
べ
ん
と
欲
せ
ば
、
須
く
言
聴
き
計
従
ひ
、
我
が
駆
使
に

任ま

か
す
べ
く
ん
ば
、
乃
ち
可
な
り
」
と
。
馬
曰
く
、「
君
が
相
ひ
帮た
す

く
る
を
得

ば
、
水
火
も
避
け
ず
、
応
承
せ
ざ
る
無
し
」
と
。
武
夫

遂
に
鞍
蹬
を
置
き
、

其
の
身
上
に
繋
ぎ
、
又

鉄
環
を
以
て
其
の
口
に
啣は

ま
し
め
、
此
れ
よ
り
騎

り
て
之
を
鞭
う
つ
。
仇
を
報
ず
る
の
約
は
、
絶
え
て
提
及
せ
ず
。
馬
悔
や
み

て
曰
く
、「
前
に
は
鹿
の
欺
り
を
受
け
、
尚
ほ
忍
ぶ
能
は
ず
。
今

人
の
騎
を

受
け
、
終
身
僕
僕
た
り
、
悔
ゆ
る
も
及
ぶ
無
し
」
と
。
甚
だ
し
い
か
な
、
人

力
の
籍か

る
べ
か
ら
ざ
る
や
。）

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
寓
話
の
最
後
に
は
、〝
教
訓
〞
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
こ
の
寓
話
の
〝
教
訓
〞
は
、「
甚
だ
し
い
か
な
、
人
力
の
籍
る
べ
か
ら
ざ
る

や
」
だ
っ
た
。
日
本
国
内
で
対
立
し
合
っ
て
い
る
勢
力
の
一
方
が
欧
米
列
強
に
妥

協
し
援
助
を
求
め
る
な
ら
、
列
強
に
侵
略
の
口
実
を
あ
た
え
、
彼
ら
に
支
配
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
、
だ
か
ら
列
強
の
介
入
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
―
―
と
い
う
〝
教

訓
〞
を
、
松
陰
は
こ
の
寓
話
か
ら
読
み
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

松
陰
が
『
伊
娑
菩
喩
言
』
写
本
に
記
し
た
跋
文
（
再
跋
）
の
全
文
は
、
次
の
通

り
だ
っ
た
。（
新
村
出
博
士
前
掲
書
に
よ
る
。
句
読
点
の
み
、引
用
者
が
改
め
た
。）

「
世
に
欧
学
を
修
む
る
者
僉み

な

曰
く
、
西
洋
人
は
仁
な
り
、
未
だ
曽
て
禍
心
あ

ら
ざ
る
也
と
。
若
し
此
書
を
観
せ
し
め
ば
豈
茫
然
自
失
せ
ざ
ら
ん
や
。
吾
曽

て
そ
の
馬
鹿
同
遊
の
一
則
を
遐
邇
貫
珍
の
中
に
見
て
、
之
を
長
崎
近
聞
の
後

に
書
せ
し
の
後
、
世
衡
（
宍
戸
璣
）
頃
日
そ
の
全
七
十
三
則
を
見
示
す
。
把

つ
て
之
を
閲
す
る
に
、
そ
の
斧
頭
求
柄
は
甚
だ
下
田
・
箱
館
の
事
に
似
仮
せ

ざ
る
や
。
猟
戸
逐
兎
は
甚
だ
手
を
米ア
メ

利リ
カ

に
借
り
て
羅
オ
ロ
シ
ア

を
援
け
以
て
諳
イ
ギ
リ
ス

・

払
フ
ラ
ン
ス

を
拒
ぐ
の
策
に
類
せ
ざ
る
や
。
其
の
他
、
鵶
狐
狼
犬
の
諸
則
、
自
謀
騙

人
、
一
に
し
て
足
ら
ず
。
因
つ
て
岡
部
生
（
富
太
郎
、
利
済
、
子
揖
）
を
し

て
写
さ
し
め
て
こ
れ
を
蔵
す
。
西
洋
人
は
仁
な
り
と
云
ふ
者
の
口
を
執
ら
へ

ん
と
欲
す
る
也
。
安
政
四
年
十
一
月
二
十
日
、
二
十
一
回
生
跋(
)。」
22

「
斧
頭
求
柄
」
の
寓
話
は
、
幕
府
が
下
田
と
箱
館
（
函
館
）
を
開
港
し
た
こ
と
に

似
て
い
る
し
、「
猟
戸
逐
兎
」
の
寓
話
は
、
ア
メ
リ
カ
の
力
を
借
り
て
ロ
シ
ア
と
組

み
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
や
り
方
に
似
て
い
る
。
そ
う
吉

田
松
陰
は
い
う
。

松
陰
が
跋
文
の
中
で
触
れ
て
い
た
も
う
一
つ
の
例
「
斧
頭
求
柄
」
を
見
て
み
よ

う
。

「
昔
有
斧
頭
、
雖
鋭
而
無
用
。
自
思
必
得
一
柄
、
方
可
見
用
於
世
。
乃
乞
其

樹
曰
、
先
生
賜
我
一
木
。
不
過
僅
為
一
柄
足
矣
。
他
日
自
当
図
報
。
其
樹
自

顧
枝
柯
繁
盛
、
何
惜
一
柄
。
慨
然
与
之
。
斧
得
其
柄
、
所
有
樹
林
尽
被
伐
去
。

何
其
樹
之
愚
哉
。
如
世
人
所
謂
助
虎
添
翼
、
又
云
、
逓
刀
乞
命
、
是
也
。
凡

人
必
須
各
守
其
分
、
切
勿
尺
寸
与
人
。
誠
恐
有
如
斧
柄
、
則
悔
之
晩
矣
。」

（
昔

斧
頭
有
り
、
鋭
し
と
雖
も
用
無
し
。
自
ら
思
ふ
「
必
ず
一
柄
を
得
ば
、
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方
に
世
に
用
ひ
ら
る
べ
し
」
と
。
乃
ち
そ
の
樹
に
乞
ひ
て
曰
く
、「
先
生

我

に
一
木
を
賜
へ
。
僅わ

ず
か

に
一
柄
を
為つ
く

る
に
過
ぎ
ず
し
て
足
ら
ん
。
他
日
自
ら

当
に
報
を
図
る
べ
し
」
と
。
其
の
樹
自
ら
顧
る
に
「
枝し

柯か

の
繁
盛
す
る
こ
と
、

何
ぞ
一
柄
を
惜
し
ま
ん
や
」
と
。
慨
然
と
し
て
こ
れ
に
与
ふ
。
斧

其
の
柄

を
得
る
や
、
有
る
所
の
樹
林

尽
く
伐
り
去
ら
る
。
何
ぞ
其
の
樹
の
愚
な
る

や
。
世
人
の
所
謂
「
虎
を
助
け
て
翼
を
添
ふ
、」
又
云
ふ
、「
刀
を
逓て
わ
た

し
て
命

を
乞
ふ
」
が
如
き
も
の
、
是
れ
な
り
。
凡
そ
人

必
ず
須
く
各
々
其
の
分
を

守
る
べ
し
、
切
に
尺
寸
も
人
に
与
ふ
る
勿
か
れ
。
誠
に
恐
る
斧
柄
の
如
き
有

ら
ば
、
則
ち
悔
ゆ
る
も
晩お

そ

し
。）

斧
の
頭
が
、
林
の
樹
に
む
か
っ
て
、
斧
の
柄
と
な
る
枝
を
い
た
だ
き
た
い
、
と

頼
む
。
そ
の
樹
が
一
枝
を
あ
た
え
る
と
、
斧
は
林
の
樹
木
す
べ
て
を
切
り
た
お
し

て
し
ま
っ
た
―
―
と
い
う
寓
話
だ
が
、
こ
の
寓
話
を
松
陰
は
、「
甚
だ
下
田
箱
館
の

事
に
似
仮
せ
ざ
る
や
」
と
読
ん
で
い
る
。
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
の
日
米
和
親

条
約
、
そ
れ
に
続
く
日
英
、
日
露
和
親
条
約
等
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
わ

ず
か
に
下
田
・
函
館
を
開
港
し
て
や
る
だ
け
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
日
本
に
対
し

て
、
西
欧
列
強
は
そ
れ
を
テ
コ
に
し
て
日
本
全
体
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
、

と
い
う
松
陰
の
認
識
を
明
瞭
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
文
章
は
、〝
教
訓
〞
の
部
分
が
寓
話
の
本
文
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
長
さ
に
な
っ

て
い
る
。
渡
部
温
『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』（
明
治
六
年
刊
）
第
四
五
話
「
樹
と
斧
の

話
」
は
こ
れ
と
同
じ
寓
話
だ
が
、
そ
こ
で
は
、〝
教
訓
〞
は
、「
他
の
不ふ

為た
め

は
吾わ
が

不

為
と
い
ふ
事
を
知
れ
」
と
、
簡
単
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の

方
で
は
、
二
つ
の
こ
と
わ
ざ
と
、
二
条
の
教
訓
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
最
初
の
教

訓
「
凡
そ
人

必
ず
須
く
各
々
其
の
分
を
守
る
べ
し
」
と
い
う
の
は
、「
分
」
と
い

う
語
を
通
常
理
解
さ
れ
て
い
る
「
分
際
」「
分
限
」
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
と
、

「
自
分
の
分
際
を
守
れ
」「
出
過
ぎ
た
こ
と
は
す
る
な
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
し

か
し
そ
れ
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
。
す
ぐ
続
い
て
「
切
に
尺
寸
も
人
に
与
ふ
る
勿

か
れ
」
わ
ず
か
な
も
の
で
も
他
人
に
与
え
る
な
、
と
言
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
つ
な

が
る
文
脈
で
あ
れ
ば
、「
凡
そ
人

必
ず
須
く
各
々
其
の
分
を
守
る
べ
し
」
と
い
う

の
は
、「
自
分
の
権
限
を
守
れ
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
分
」
は
「
権

限
」「
権
利
」
の
意
味
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
「
分
」
と
言
っ
て
い
る
の

は
、
個
人
・
国
家
の
「
権
利
」
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
度
丸
山
眞
男「
一
九
四
七
年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」

に
引
か
れ
た
、
松
陰
の
北
山
安
世
宛
、
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
四
月
七
日
付
書

簡
を
見
直
し
た
い
。
そ
こ
に
は
「
幕
府
遂
に
人
な
し
」「
外
夷
控
馭
最
も
其
の
宜
し

き
を
失
ひ
」
で
あ
る
と
の
認
識
が
語
ら
れ
、「
華
盛
頓

ワ
シ
ン
ト
ン

が
ど
こ
に
あ
る
や
ら
、
龍
動
ロ
ン
ド
ン

が
如
何
な
る
処
や
ら
、画
そ
ら
ご
と
に
て
何
の
控
馭
を
能
く
な
さ
ん
や
。」と
、『
聖

武
記
附
録
』
の
「
夫
れ
外
夷
を
制
す
る
者
は
、
必
ず
先
ず
夷
情
を
洞
る
」
と
い
う

言
葉
と
同
じ
思
考
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、「
徳
川
存
す
る
内
は
遂
に
墨

ア
メ
リ
カ

・

魯ロ
シ
ア

・
暗
イ
ギ
リ
ス

・
払
フ
ラ
ン
ス

に
制
せ
ら
る
る
こ
と
ど
れ
程
に
立
ち
行
く
べ
く
も
計
り
難
し
」

と
、
徳
川
幕
府
の
打
倒
を
明
瞭
に
見
据
え
て
い
る
。
こ
の
後
に
、
丸
山
が
引
い
た

「
独
立
不
羈
三
千
年
来
の
大
日
本
、
一
朝
人
の
羈
縛
を
受
く
る
こ
と
、
血
性
あ
る

者
視
る
に
忍
ぶ
べ
け
ん
や
。
那
波
列
翁

ナ
ポ
レ
オ
ン

を
起
し
て
フ
レ
ー
ヘ
ー
ド
を
唱
え
ね
ば
腹

悶
医
し
難
し
」と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
こ
こ
で
松
陰
は
明
瞭
に「
フ
レ
ー
ヘ
ー

ド
」
す
な
わ
ち
「
自
由
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
自
由
」
と
い
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う
訳
語
が
存
在
し
て
い
な
い
の
で
「
フ
レ
ー
ヘ
ー
ド
」
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
語
を
そ

の
ま
ま
使
っ
て
い
る
が
、「
人
の
羈
縛
を
受
く
る
こ
と
」を
は
ね
の
け
る
国
家
の「
自

由
」、
自
国
の
「
独
立
不
羈
」
の
基
礎
と
な
る
国
家
的
「
権
利
」
の
概
念
を
、
未
分

化
な
状
態
で
あ
っ
た
と
し
て
も
松
陰
が
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
松
陰
は
『
伊
娑
菩
喩
言
』
か
ら
、
西
洋
人
の
「
自
謀
騙
人
」

の
姿
だ
け
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る
西
洋
の
思
想
の
一
部
を

理
解
し
て
い
た
だ
ろ
う
。「
凡
そ
人

必
ず
須
く
各
々
其
の
分
を
守
る
べ
し
」
の

「
分
」
を
、
松
陰
は
「
権
利
」
の
概
念
を
表
す
語
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

Ⅵ

吉
田
松
陰
の
対
外
認
識

池
田
敬
正
は
、「
倒
幕
思
想
の
熟
成
」（
荒
木
繁
編
著
『
日
本
の
思
想
』
下
、
一

九
八
〇
年
一
二
月
一
五
日
、
新
日
本
出
版
社
）
の
中
で
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
そ
の
松
陰
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
幕
末
の
思
想
家
と
し
て
の
姿
を
現
わ
し
は
じ

め
た
の
は
、
一
八
五
〇
（
嘉
永
三
）
年
の
平
戸
遊
学
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
平

戸
遊
学
は
、
松
陰
が
封
建
的
な
家
学
の
継
承
者
と
し
て
の
研
鑽
を
つ
む
た
め

で
は
あ
っ
た
が
、
同
時
に
海
外
に
開
か
れ
た
唯
一
の
窓
口
で
あ
っ
た
長
崎
を

訪
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
船
ま
で
見
学
す
る
と
い
う
体
験
を
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て

翌
年
、
藩
主
に
従
っ
て
江
戸
に
留
学
し
、
佐
久
間
象
山
の
門
で
洋
学
を
学
ぶ

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
行
動
は
、
か
れ
自
身
の
対
外
問
題
へ
の
関
心
の

結
果
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
現
実
へ
の
開
眼
と
も
な
り
、
ア
ジ
ア
に
迫
っ
て

い
る
世
界
資
本
主
義
の
波
が
、
日
本
に
も
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
、
松
陰
は
理

解
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る(
)。」
23

そ
の
危
機
の
認
識
と
同
時
に
、
開
か
れ
た
対
外
認
識
、
西
洋
認
識
を
、
松
陰
が

早
く
か
ら
自
己
の
内
部
に
育
て
て
い
た
こ
と
を
、
本
論
で
は
述
べ
た
。
そ
し
て
そ

れ
が
、
彼
の
「
攘
夷
論
」
を
次
第
に
変
容
さ
せ
る
力
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

吉
田
松
陰
は
、〈
西
洋
〉
か
ら
の
外
圧
に
抗
す
る
た
め
に
「
攘
夷
」
の
思
想
を
強

め
る
一
方
、〈
西
洋
〉
に
つ
い
て
知
ら
ね
ば
〈
西
洋
〉
と
対
決
で
き
な
い
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
へ
の
密
航
を
企
て
た
。
そ
の
矛
盾
に
み
ち
た
行
動
の
中
に
、
松
陰
の
内

面
的
課
題
が
見
え
る
。

佐
久
間
象
山
と
い
う
「
開
国
」
主
義
者
に
師
事
し
た
松
陰
の
、
い
わ
ば
「
開
明

的
」
対
外
認
識
は
、
象
山
と
出
会
う
よ
り
も
前
、
嘉
永
三
年
の
第
一
次
長
崎
・
平

戸
行
に
お
い
て
培
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
そ
れ
は
、
嘉
永
六
年
の
第
二

次
長
崎
行
で
一
層
育
っ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
全
体
を

吉
田
松
陰
が
読
む
の
は
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
か
ら
同
四
（
一
八
五
七
）
年

に
か
け
て
の
頃
で
あ
る
。
そ
の
読
解
の
方
向
は
、
主
に
彼
の
「
攘
夷
」
論
を
強
め

る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
実
は
そ
の
基
底
に
お
い
て
、「
攘
夷
」
論
か
ら
紙
一
重
の

所
に
、
開
か
れ
た
対
外
認
識
を
胚
胎
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注

（
１
)
一
九
四
七
年
度
講
義
原
稿
の
本
文
は
、
四
六
頁
か
ら
一
三
六
頁
ま
で
。
そ
の
後
に
、「
一

九
四
五
年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
原
稿
の

資
料
的
価
値
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
同
報
告
三
七
頁
以
下
に
、
宮
村
治
雄
・
山
辺
春
彦
の

20世紀知識人の教養と学問
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詳
細
な
「
解
説
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
２
)『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
二
冊
、
七
九
-八
〇
頁
。
な
お
、
こ
の
後
に
続
け
て
、「
こ
の
こ
と

を
裏
返
し
て
い
え
ば
、
井
伊
直
弼
に
代
表
さ
れ
る
幕
府
の
開
国
論
は
実
質
的
に
は
鎖
国

論
で
あ
り
、
思
想
的
に
は
保
守
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

（
３
)
同
上
書
八
〇
頁
。

（
４
)
同
上
書
八
〇
頁
。

（
５
)
同
上
書
八
一
頁
。

（
６
)「
一
九
四
七
年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」『
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ

ン
タ
ー
報
告
』
第
九
号
、
五
二
頁
。「
那
波
列
翁
」
は
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
の
漢
語
音
訳
。

「
フ
レ
ー
ヘ
ー
ド
」
は
、「
自
由
」
の
オ
ラ
ン
ダ
語
。

（
７
)『
聖
武
記
』
に
道
光
二
六
（
一
八
四
六
）
年
魏
源
自
身
が
付
し
た
識
語
の
冒
頭
に
は
、「
是

記
当
海
疆
不
靖
時
、
索
観
者
衆
。
随
作
随
刊
、
未
遑
精
審
。」（
是
の
記
（『
聖
武
記
』）
は

海
疆
の
靖
か
ら
ざ
る
時
に
当
た
り
、
観
る
を
索
む
る
者
衆
し
。
随
い
て
作
り
随
い
て
刊

し
、
未
だ
精
審
す
る
に
遑
あ
ら
ず
）
と
あ
る
。
沿
海
地
域
の
不
安
か
ら
、
こ
の
書
を
見
た

い
と
期
待
す
る
人
々
が
多
数
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
８
)『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
一
〇
巻
、
三
五
頁
。
山
口
県
教
育
会
編
、
岩
波
書
店
、
昭
和
一
四
年

一
月
一
七
日
。
平
成
一
三
年
一
月
二
〇
日
復
刻
、
マ
ツ
ノ
書
店
。

（
９
)
前
掲
『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
一
〇
巻
、
三
五
頁
。

（

)
桐
原
健
真
『
吉
田
松
陰
―
―
「
日
本
」
を
発
見
し
た
思
想
家
』、
四
三
頁
。
筑
摩
書
房
、
二

10

〇
一
四
年
一
二
月
一
〇
日
。

（

)
同
上
書
四
四
頁
。

11
（

)『
聖
武
記
』
は
、
岳
麓
書
社
刊
『
魏
源
全
集
』
第
三
冊
に
よ
る
。
頁
数
は
同
書
の
頁
で
あ

12

る
。

（

)
利
瑪
竇
は
、
イ
タ
リ
ア
人
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
M
atteo
Ricci
一
五
五
二
―
一
六
一

13

〇
）
の
中
国
名
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
で
、
明
の
万
暦
八
（
一
五
八
〇
）
年
中
国
に
入

り
、
キ
リ
ス
ト
教
及
び
西
洋
科
学
を
中
国
に
伝
え
た
。
南
懐
仁
は
、
ベ
ル
ギ
ー
人
、
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
（
Ferdinand
V
erbiest一
六
二
三
-一
六
八
八
）

の
中
国
名
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
で
、
清
朝
初
期
に
活
動
し
、
主
に
天
文
・
地
理
学
に

よ
っ
て
重
視
さ
れ
た
。

（

)「
天
津
」
と
あ
る
が
、『
魏
源
全
集
』
第
三
冊
『
聖
武
記
附
録
』
五
六
二
頁
で
は
、「
東
西
」

14

と
な
っ
て
い
る
。

（

)
桐
原
前
掲
書
四
五
頁
。

15
（

)『
魏
源
全
集
』
第
三
冊
『
聖
武
記
』「
校
点
説
明
」
一
頁
。

16
（

)
茂
木
敏
夫
「『
海
国
図
志
』
成
立
の
背
景
―
―
中
国
社
会
の
変
動
と
経
世
論
」
一
五
八
頁
。

17

茂
木
は
、「
夷
の
長
技
を
師
と
し
て
夷
を
制
せ
ん
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
、
す
で
に
「
西
洋

が
日
常
化
し
て
い
た
広
東
社
会
」
に
と
っ
て
は
違
和
感
の
あ
る
言
葉
だ
っ
た
点
を
指
摘

し
て
い
る
。
そ
し
て
「
こ
う
し
た
広
東
の
眼
差
し
に
も
留
意
す
る
こ
と
」
の
重
要
性
を
も

指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
、
特
に
注
記
し
て
お
く
。

（

)『
伊
娑
菩
喩
言
』
は
、
清
の
道
光
二
十
（
一
八
四
〇
）
年
、
広
東
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た

18

『
意
拾
喩
言
』
か
ら
出
た
一
本
で
あ
る
。『
意
拾
喩
言
』
は
、「
蒙
昧
先
生
」、「
懶
惰
生
」

と
自
称
し
た
英
人
ロ
バ
ー
ト
・
ト
ー
ム
（
RobertT
hom
）
が
、
英
語
版
よ
り
訳
出
し
た
。

（

)『
新
村
出
全
集
』
第
七
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
六
月
）
に
収
載
。
本
文
は
、
そ
れ
に

19

よ
る
。

（

)
こ
の
書
の
刊
本
に
対
す
る
関
心
は
、
吉
田
松
陰
の
周
辺
で
強
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

20

そ
れ
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
、
幕
府
派
遣
の
千
歳
丸
に

乗
り
こ
み
上
海
を
訪
れ
た
高
杉
晋
作
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
松
陰
刑
死
か
ら
三
年
後
で
あ

る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
内
田
慶
一
「イ
ソ
ッ
プ
の
東
漸
」補
遺
―
―
「上
海
施
医
院
」

そ
の
他
」（『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
一
七
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

な
お
、
そ
れ
と
同
一
刊
本
の
上
海
施
医
院
蔵
板
『
伊
娑
菩
喩
言
』
を
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
イ
デ
ン

大
学
漢
学
研
究
所
図
書
館
で
見
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受

容
の
一
側
面
―
―
『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
―
―
」（『
東
京
女

子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
七
二
号
、
二
〇
一
一
年
一
月
）
で
述
べ
た
。

（

)
英
語
名
を
「
T
he
Chinese
Serial」
と
い
う
。
ロ
ン
ド
ン
伝
道
教
会
の
英
華
書
院
が
発

21

行
し
た
漢
字
月
刊
紙
で
、
中
国
と
西
欧
の
事
情
を
伝
え
た
も
の
。

（

)「
二
十
一
回
生
」
は
、
吉
田
松
陰
の
自
号
。

22
（

)
池
田
敬
正
「
倒
幕
思
想
の
熟
成
」
二
〇
四
頁
。

23

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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〈
追
記
〉

本
稿
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
二
日
）

に
お
け
る
報
告
「
幕
末
の
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
読
ま
れ
方
―
中
国
と
の
比
較
に

も
触
れ
て
―
」
に
基
き
、
そ
の
際
に
御
指
摘
い
た
だ
い
た
点
を
ふ
ま
え
て
制
作
し

た
も
の
で
あ
る
。
同
研
究
会
に
お
い
て
は
各
位
か
ら
貴
重
な
御
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
魏
源
に
関
し
て
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
茂
木
敏
夫
氏
よ
り

御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
あ
わ
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

20世紀知識人の教養と学問
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